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泉わ
く

井い

正
二
さ
ん
（
西
蒲
16
）
＝
写
真
＝
は
、
入
会
し
て
10
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員
で
す
。

現
在
は
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
て
、
す
じ
ま
き
・
田
植
・
側
溝
の
泥
上
げ
・
大
豆
の
草
取
り
・
柿

の
収
穫
と
、
西
蒲
区
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
春
先
、
西
蒲
区
茨
島
で
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
支
柱
直
し
の
１
コ
マ
で
す
。 

（
写
真
・
文
＝
伊
藤
賢
治
）

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

　

名
誉
会
長　

新
潟
市
長　

中
原　

八
一

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
市
政
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
超
高
齢
社
会
の
急

速
な
進
展
を
見
据
え
、
認
知
症
対

策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
加
齢
に

よ
り
心
身
の
活
力
低
下
が
お
こ
る

「
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
事
業
を
実

施
す
る
な
ど
、
介
護
予
防
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生

か
し
た
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
支
え
合

い
と
活
性
化
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
大
変
心
強
い
も
の

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
が
お
元
気
で
、

ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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明
日
の
収
穫
を
夢
み
て
！



第124号（2）2020 年（令和２年）1月1日 新 潟 シ ル バ ー だ よ り

　

昨
年
よ
り
女
性
委
員
会
を
中
心

に
す
す
め
て
き
ま
し
た
、
制
服
リ

ユ
ー
ス
事
業
の
第
１
回
頒
布
会
を

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
の
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

に
て
９
月
15
日
・
16
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
学
ラ
ン
や
ジ
ャ
ン

パ
ー
ス
カ
ー
ト
な
ど
51
点
の
制
服

を
頒
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
回
頒
布
会
を
、
令

和
２
年
２
月
15
日
・
16
日
、
同
会

場
に
て
行
う
予
定
で
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
ご
周
知
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

お
陰
さ
ま
で
８
月
30
日
開
催
の
「
新

潟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
40

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
潟
市

長
、
新
潟
市
議
会
議
長
並
び
に
新
潟
公

共
職
業
安
定
所
長
か
ら
は
シ
ル
バ
ー
に

期
待
す
る
旨
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
祝
賀
会
で
は
熱
の
こ
も
っ

た
バ
ン
ド
演
奏
、
見
事
な
手
さ
ば
き
の

手
品
が
披
露
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
「
働
き
手
不
足
」
と
数
年
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員

数
は
65
歳
ま
で
の
雇
用
継
続
、
高
齢
者

が
働
け
る
職
場
の
増
加
な
ど
か
ら
平
成

27
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
４
年
連
続
で

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
11
月
末
と

昨
年
同
期
を
比
較
し
ま
す
と
１
８
５
人

増
加
し
て
お
り
、
今
年
度
は
久
し
ぶ
り

に
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
の
状
況
を
見
ま
す
と
会
員
の
増

は
「
い
か
に
多
く
の
女
性
に
会
員
に
な

っ
て
も
ら
う
か
」
が
、
大
き
な
要
素
に

　

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
　

理
事
長　

若　

林　
　
　

孝

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

は
女
性
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
始
め

た
「
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
」
「
入
園
グ

ッ
ズ
製
作
事
業
」
は
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
シ
ル
バ
ー
の
宣
伝
に
貢
献
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
女
性
向
け

入
会
説
明
会
も
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
試
み
と
全
会
員
か

ら
ご
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
一
会
員

一
人
入
会
促
進
運
動
」
「
一
会
員
一
就

業
開
拓
運
動
」
が
相
ま
っ
て
当
セ
ン
タ

ー
事
業
の
充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
働
く
姿
は
家

庭
や
地
域
を
明
る
く
し
ま
す
。
本
年
も

皆
さ
ま
が
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
に
出
展

　

11
月
17
日
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
て
福
祉
・
介

護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
、

来
場
者
数
は
１
万
７
７
９
５
人
で
し
た
。

　

「
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
広
め
、
会
員
が
活

発
に
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
か
ら
、
シ
ル
バ

ー
事
業
が
高
齢
者
の
健
康
や
介
護
予
防
の
一

端
を
担
う
こ
と
を
周
知
」
す
る
た
め
の
目
的

で
参
加
し
ま
し
た
。

　

①
こ
ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー

②
小
物
・
手

芸
作
品
の
販
売

③
「
制

服
リ
ユ
ー
ス
事
業
」
の

紹
介

④
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
な
ん
で
も
相
談

⑤
庭
木
の
手
入
れ
や
家

事
・
介
護
な
ど
の
パ
ネ

ル
展
示

⑥
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト

⑦
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど

PR
を
行
な
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
の

い
き
い
き
講
座

雪
割
草
の
育
て
方

　

10
月
24
日
、
15
人

が
参
加
し
て
、
会
員

の
五
十
嵐
松
夫
講
師

に
よ
る
「
雪
割
草
の

育
て
方
」
講
座
を
、

本
部
で
開
催
し
ま
し

た
。

相
続
勉
強
会

　

10
月
18
日
、
本
部
に
て
、
ハ
ー
バ
ー
エ
ス

テ
ー
ト
㈱
安
孫
子
正
弘
講
師
に
よ
る
「
相
続

勉
強
会
」
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
体
験

　

11
月
26
日
、
中
地
区
コ
ミ
セ
ン
に
て
、
会

員
の
畠
山
富
雄
講
師
に
よ
る
「
そ
ば
打
ち
体

験
」
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

ミ
ニ
門
松
の
作
り
方

　

12
月
13
日
、
本
部
に
て
、
会
員
の
大
久
保

直
樹
講
師
に
よ
る
「
ミ
ニ
門
松
の
作
り
方
」

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
盛
況
!!

制
服
リ
ユ
ー
ス
頒
布
会
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10
月
４
日
、
新
潟
テ

ル
サ
に
お
い
て
、
「
普

及
啓
発
促
進
月
間
推
進

合
同
会
議
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
若
林
孝
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

で
開
会
。
荏
原
由
栄
安
全
委
員
長
の
発

声
に
よ
り
「
安
全
心
得
」
・

「
就
業
心
得
」
10
カ
条
の
唱

和
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
帆
苅
昇
平
就
業

対
策
委
員
長
か
ら
、
「
普
及

啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て
」

と
、
「
中
期
計
画
目
標
値
の

達
成
状
況
に
つ
い
て
」
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
就
業
開
拓
及

び
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
」

中
央
区
、
南
区
、
北
区
、
東

区
の
４
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
会
員
に
は
こ
れ
ま
で
、
年

１
回
、
５
枚
の
チ
ラ
シ
配
布
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
は
街
頭
Ｐ
Ｒ

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
女
性
委
員
会
で
も
女
性
向
け

の
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、
結
果

的
に
会
員
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

度
目
標
は
会
員
数
５
２
５
１
人
、
就
業

率
84
・
３
％
、
契
約
金
額
17
億
１
５
０

０
万
円
で
す
が
、
８
月
末
現
在
で
は
会

員
数
、
就
業
率
、
契
約
金
額
と
も
に
減

少
傾
向
に
あ
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
拡
大
を

目
指
し
て
努
力
し
、
共
に
生
き
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

令
和
も「
無
事
故
就
業
」で

安
全
委
員　
　
　
　
　

南
部　

博
人

　

令
和
初
の
新
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
気
持
ち
を
新
た
に
「
安
心
・

安
全
」
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

シ
ル
バ
ー
事
業
を
推
進
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
度
は
傷
害

事
故
は
減
り
ま
し
た
が
、
賠
償

事
故
は
す
で
に
前
年
を
超
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
変
重

大
な
問
題
で
す
。
普
通
の
生
活

の
中
で
い
ろ
ん
な
危
険
は
潜
ん

で
い
ま
す
が
、
高
齢
化
に
よ
る

身
体
能
力
低
下
の
認
識
不
足
や

経
験
の
豊
富
さ
と
慣
れ
で
事
故

へ
の
意
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
が
危
険
予
知
を

実
践
し
、
安
全
就
業
へ
の
認
識

を
高
め
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
高
度
な

技
術
や
能
力
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
す

べ
て
の
業
種
に
共
通
し
ま
す
が
、
会
員

一
同
が
安
全
に
対
す
る
考
え
を
再
認
識

す
る
の
が
最
良
の
方
法
と
思
い
ま
す
。

令
和
の
時
代
は
「
無
事
故
就
業
」
を
最

大
の
目
標
に
日
々
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
警
戒
情
報
発
令

　

９
月
に
入
り
２
件
の

賠
償
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
す
で
に
今
年
度

に
入
り
傷
害
・
賠
償
事

故
18
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
比
大

幅
な
ハ
イ
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
や
油
断
、
慣

れ
な
ど
が
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

危
険
に
気
が
つ
か
ず
作
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
す
。
思
い

込
み
や
大
丈
夫
だ
と
は
思
わ
ず
、
今
一

度
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
誰
に
で
も
危
険
は
潜

ん
で
い
ま
す
。
お
互
い
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
事
故
を
お
こ
さ
な
い
気
持
ち
を

持
ち
安
全
就
業
を
実
践
す
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
健
康
管
理
に
留
意
し

健
康
な
状
態
で
就
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
安
全
意
識
・
危
険
予
知
を
行

い
、
作
業
以
外
で
の
始
ま
る
前
や
後
片

付
け
な
ど
最
後
ま
で
気
を
抜
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

安

全

標

語

募

集

　

今
年
も
安
全
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

本
号
に
同
封
さ
れ
て
い
る
応
募
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
各
事
務
所
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
（
締
め
切
り
は
１
月
31
日
）
　

安
全
講
習
は
年
一
回

　
　
　
　

必
ず
受
講
し
ま
し
ょ
う

連載 安全ですか？

普
及
啓
発
促
進
月
間
推
進
合
同
会
議
開
催

全
員
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

　

帆
苅
昇
平
就
業
対
策
委
員
長
よ
り
、

「
普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て
」
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
（
以
下
抜
粋
）

　

毎
年
10
月
は
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
促
進
月
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

役
員
は
、
毎
年
２
回
１
人
30
件
を
目

標
に
就
業
開
拓
訪
問
活
動
を
展
開
し
て

会
員
拡
大
事
例
発
表

　

中
央
区　

業
務
委
員　

小
林　

秀
樹

　

自
宅
周
辺
の
一
軒
家
に

積
極
的
に
配
布
し
、
就
業

開
拓
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

南
区　
　

地
域
班
長　

小
日
山
智
博

　

未
開
拓
市
域
へ
の
根
気

強
い
訪
問
活
動
に
よ
り
、

パ
ン
フ
の
常
設
を
実
施
。

　

北
区　
　

業
務
委
員　

後
藤　

健
次

　

３
つ
の
モ
ッ
ト
ー
に
基

づ
き
広
大
な
地
域
内
を
く

ま
な
く
回
っ
て
い
ま
す
。

　

東
区　
　

業
務
委
員　

坂
上　

義
興

　

訪
問
時
に
は
自
信
を
も

っ
て
声
を
か
け
根
気
強
く

丁
寧
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

シルバー事業普及啓発促進月間
10月全国で普及啓発活動を実施
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西
蒲
17　

和
納　

伊
藤　

賢
治

雉き
じ

鳩ば
と

の
親
子

　

私
の
体
験
し
た
話
、
庭
木
管
理
の
仕

事
で
２
度
あ
り
ま
し
た
。

　

初
夏
の
剪
定
作
業
に
か
か
っ
た
と
こ

ろ
繁
み
の
中
に
雉
鳩
の
巣
が
あ
り
ま
し

た
。
１
回
め
は
抱
卵
中
、
も
う
１
回
は

雛
の
顔
が
見
え
ま
し
た
。

　

鋏
を
持
っ
て
近
づ
い
た
ら
逃
げ
る
か

と
思
い
き
や
私
に
身
を
乗
り
出
し
て
威

嚇
さ
れ
、
や
む
な
く
中
断
。

　

お
客
様
に
相
談
し
て
、
子
育
が
す
ん

で
か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

複
雑
な
世
で
子
育
て
が
苦
労
で
す
。

皆
で
骨
を
お
り
ま
し
ょ
う
。

西
蒲
18　

栄　

本
間　

忠
義

東
の
空
晴
れ
渡
り
初
日
の
出

無
病
息
災
祈
る
老
人
あ
り

西
蒲
17　

和
納　

伊
藤　

賢
治

朝
焼
け
の
空
渡
り
ゆ
く
白
鳥
は

羽
音
を
残
し
陽
の
中
を
飛
ぶ

西
蒲
11　

赤
鏥　

長
野　

清
司

秋
空
に
蝉
か
ら
ト
ン
ボ
季
節
告
げ

秋
空
に
ト
ン
ボ
飛
び
交
い
秋
深
し

西
蒲
17　

和
納　

伊
藤　

賢
治

大
川
に
鮭
取
る
網
の
首
飾
り

秋
葉
29　

中
野　

本
間　

英
雄

花
言
葉
知
ら
な
い
け
れ
ど
君
が
好
き

西
蒲
17　

和
納　

伊
藤　

賢
治

都
会
に
は
人
慣
れ
ス
ズ
メ
出
た
と
聞
く

宝
く
じ
買
っ
て
夢
み
し
月
の
旅

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
エ
ッ
セ
イ
（
210

字
以
内
）

　

各
部
門
一
人
３
点
以
内
と
し
、
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
各
区
の
事

務
所
ま
た
は
本
部
へ

さ
わ
や
か
詰
碁

出
題 

み
ど
り
会
囲
碁
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

久
佳

　
　

黒
番　

五
分
で
初
段

黒先活

ダメづまりに注意しましょう

短

歌

川

柳

俳

句

西蒲8　角田 青木　藤夫
　入会して16年。
昔取った杵

きね

柄
づか

で、
表具の仕事をして
います。私のよう
な年齢になっても
仕事があるのはありがたく、
これからもガンバリます。

東10　臨港 安達　公子
　家事援助で料理
・掃除を担当。仕
事の日は家の料理
も掃除も手抜き？
講師の先生、シル
バーの会員の方たちとの嬉し
い出会いに感謝の日々です。

中央21　万代 安達　秀俊
　退職して１年後
シルバーに入会、
現在は諸先輩方の
ご指導のもと、施
設管理業務に励ん
でいます。これからも趣味な
ど楽しみながら頑張りたい。

秋葉27　小須戸 板井松二郎
　「一生勉強、一
生青春」相田みつ
をの格言が、シル
バーで働く原点だ
と思っています。
本年も健康で事故の無い就業
を目指して頑張ります。

中央13　上所 伊藤　武志
　入会して５年。
性にあった仕事を
楽しくやっており
ます。仕事と趣味
（走・歩・登）と
ボランティアと家庭を充実さ
せていきたいと思います。

西12　内野町 今井　忠勝
　新年おめでとう
ございます。
駅で自転車の整理
をやっています。
雨に強風、暑さに
寒さ、苦労する日もあります
が仲間と楽しく頑張ります。

北3　松浜新町 岡崎　自
さだ

男
お

　現在の仕事に従
事してはや10年。
これまで勤めてこ
れたのも先輩同僚
会員の支えがあれ
ばこそと感謝し、本年も元気
に頑張りたいと思っています。

北3　松浜新町 岡崎みさを
　月６回の仕事と
趣味の畑仕事、踊
りと楽しんでます。
健康に感謝し頑張
ります。踊りの発
表会があります。後で案内を
出しますので見にきて下さい。

西12　五十嵐２ 小柳　慶祐
　駅で自転車整理
が今の仕事です。
朝早く大変ですが
通勤通学の人から
「おはようござい
ます」「ご苦労さまです」が
元気の源で頑張ります。

秋葉17　中沢町 笠原　正行
　私の仕事は五峯
の管理、１階２階
の清掃です。上か
ら越後平野を望む
景色が美しく見え
ます。今年で80才となります
健康で過ごしたいです。

西蒲6　稲島 加藤　清正
　平成13年に入会
して18年、最古参
となってしまいま
した。現在はカラ
オケでボランティ
ア活動を行っており、楽しみ
ながら仕事を続けています。

北18　川西 加藤　元隆
　入会して11年余

よ

。
健康第一にと昨年
４月より始めたグ
ラウンドゴルフで、
年６回ほど開催さ
れる地区の大会で上位入賞を
目指して頑張りたい。

西15　内野西 神林とよえ
　シルバーに入会
してすぐに手芸サ
ロンの仲間に入れ
させて頂き、充実
した日々を過ごし
楽しんでいます。今年も健康
で仕事も頑張ります。

秋葉27　北上 木津　　久
　子（ね）年生まれ
で72才、若いつも
りでいるけれど妻
の忠告受け入れて、
今年こそはと気張
らずに、減塩努力を続けたい、
子（寝）年とならずに。

江南15　亀田大月 田中　　貢
　三が日は、ほろ
酔い気分でノンビ
リ鋭気を養い、シ
ルバー人材の発展
と、ボランティア
や趣味の社交ダンスで健康を
維持。楽しく元気よく邁進。

秋葉16　田家 田村　常夫
　平成からの役職
が五・六役で世代
交代で減役し、交
流の場作りとの教
えで一因得て、ス
トレス発散会合場とし、そん
な１年に期待したい。

北3　新元島町 鍋谷　　修
　書道の基本に、
「永字八法」あり永

4  

一文字に、止メ、
跳ネ、払イ、ら８
種の技法を含む。
筆耕に席を置いて４年、今年
も会員と共に頑張るゾー。

秋葉3　金沢町 長谷川一男
　昨年、老人会か
ら赤飯が届く。健
康に感謝しおいし
くいただいた。今
年はオリンピック
年、生きがい求めてますます
縁を重ねていきたいと合掌。

東7　東中野山 星　惠美子
　入会以来５年。
仕事を通して、良
い事、嫌な事を経
験し、自分自身を
省みる事ができて
感謝しています。これからも
健康に留意して頑張ります。

南12　大通南 塩尻　誠作
　入会して３年。
70歳近くで新し
い人たちと出会い、
楽しく仕事をして
います。また９月
からは業務委員を引き受けま
した。今年も健康第一です。

中央11　窪田町 関口　　進
　入会して３年。
駐車場で来客する
人の案内をしてい
ます。体を動かし
体力の維持にもな
り、多くの仲間と協力して楽
しく活動していきます。

西蒲3　称名 竹内　明美
　入会して８年。
いろいろな仕事を
させてもらいまし
たが現在はフリー
になっています。
孫の面倒を見なくともよくな
ればまた仕事に就きます。

中央15　女池 田仲　一夫
　さまざまな仕事、
個性豊かな人々と
の出会い、大変楽
しい第二の人生を
過ごしています。
健康に留意し、趣味、遊びな
ど楽しみながら元気で長生き。

南10　鷲ノ木 真柄　保宏
　市民生活に欠か
せないインフラ企
業の夜間受付管理
を初めて２年弱。
朝夕の引継ぎ時に
日直担当会員と交わす談笑も
楽しみの一つです。

江南20　下早通 村山　廣榮
　入会７年以上。
駅駐輪場の整理が
仕事。本年はオリ
ンピック。目標に
向かって頑張る選
手に感化されて、何か目標を
持とうと思っています。

東16　白銀 山田　明子
　仕事を通じ、元
気な会員と接し、
「今を生きずにい
つ生きる！」そん
な思いを持ちます。
共に心温まる話題が多い１年
であるように願っています。

西4　小針 吉田　敏江
　入会して８年。
西区の女性業務委
員を仰せつかり８
カ月、教わる事も
多く皆さんに支え
てもらい頑張っています。笑
顔と健康で突っ走ります。

江南13　城山 渡辺　正春
　私は駅駐輪場で
自転車の整理をし
ています。毎月、
自分からあいさつ
するように心掛け
ています。これからも一緒に
働く皆さんと頑張ります。

北12　仏伝 斉藤　道子
　入会して６年。
日々バランスのと
れた食事で健康を
保ち、週１回社交
ダンスを楽しみ、
発注者さまに好かれる会員に
なりたいと思っております。

東3　竹尾 坂井明比古
　東事務所に勤務
しています。毎日
会員の方たちと接
し、明るい会話で
元気をもらってい
ます。話をよく聞き、慎重な
行動を心掛けたいものです。

江南10　亀田水道町 佐久間栄一
　新年おめでとう
ございます。平成
から令和へ改元が
移りゆき令和２年
を迎えます。中央
市場で働く会員の皆さま、本
年もよろしくお願いします。

南5　上下諏訪木 沢木　悦子
　業務委員になっ
て間もない駆け出
しです。文書班で
の仕事と共に忙し
い日々です。皆さ
まの御指導のもと、一生懸命
勤めて参りたいと思います。

い
き
い
き
文
芸

随

筆

目指して頑張りたい。

令和２年（２０２０）子年

共働・共助　みんな仲良く、笑顔の輪

令和２年（２０２０）子年

共働・共助　みんな仲良く、笑顔の輪

文
芸
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
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冬
囲
い
講
習
会
（
西
蒲
区
）

　

10
月
24
日
、
並
岡
の
源
昌
寺

に
お
い
て
冬
囲
い
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
16
人
で
、
講
義
の

後
、
実
際
に
、
縄
結
び
、
石
だ

た
み
、
竹
囲
い
を
午
後
３
時
ま

で
熱
心
に

質
問
し
な

が
ら
汗
を

流
し
ま
し

た
。
冬
囲

い
は
シ
ル

バ
ー
に
お

ま
か
せ
く

だ
さ
い
。

小
物
作
り
活
動
（
西
区
）

　

10
月
21
日
、
西
事
務
所
で
女

性
会
員
11
人
が
参
加
し
て
、
11

月
17
日
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ

れ
る
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ

ェ
ア
」
に
出
展
す
る
小
物
作
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
品

で
も
多
く

販
売
で
き

る
よ
う
に

と
新
作
も

取
り
入
れ

熱
心
な
製

作
作
業
で

し
た
。

冬
囲
い
講
習
会
（
北
区
）

　

10
月
29
日
、
旧
橋
本
医
院
で
冬
囲
い

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

21
人
。
雪
吊
り
、
枝
の
中
央
に
立
つ
支

柱
は
樹
木
の
1.5
倍
程
の
長
さ
。
吊
縄
は

更
に
長
く
本
数
は
偶
数
に
す
る
。
先
端

の
飾
り
、
石

畳
の
結
び
方

な
ど
リ
ー
ダ

ー
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。
全
員
技

術
向
上
を
目

指
し
真
剣
に

取
り
組
み
ま

し
た
。

筆
耕
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
中
央
区
）

　

10
月
25
日
、
中
央
事
務
所
の
研
修
室

で
筆
耕
の
基
本
と
宛
名
の
書
き
方
（
毛

筆
・
硬
筆
）
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
習
は
年
賀
状
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
内
容
で
参
加
者
が
書
い
た

女
性
会
員
交
流
会
（
江
南
区
）

　

９
月
27
日
、
亀
田
市
民
会
館
に
て
、

女
性
会
員
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
５
人
の
人
た
ち
か
ら
指
導

を
受
け
、
女
性
会
員
17
人
が
、
黒
豆
の

ご
は
ん
、
梨
入
り
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、
長

芋
の
チ
ヂ
ミ

な
ど
栄
養
バ

ラ
ン
ス
良
い

料
理
を
作
り

ま
し
た
。
皆

さ
ん
真
剣
な

表
情
だ
け
ど
、

雰
囲
気
良
く

楽
し
そ
う
で

し
た
。

認
知
症
予
防
講
習
会
（
東
区
）

　

10
月
17
日
、
東
事
務
所
に
お
い
て
、

認
知
症
予
防
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

医
師
の
山
口
正
康
先
生
を
講
師
に
、

24
人
の
会
員
が
受
講
し
ま
し
た
。
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
、
頭
の
体
操
か
ら
始
ま

り
認
知
症
に

対
す
る
予
防

方
法
を
面
白

お
か
し
く
伝

授
。
参
加
者

全
員
、
最
後

ま
で
興
味
深

く
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

各区いきいき活動

女
性
会
員
交
流
会
（
南
区
）

　

10
月
２
日
、
参
加
者
24
人
で
、
新
潟

火
力
発
電
所
、
新
潟
空
港
へ
行
っ
て
来

ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
を
は
ま
な
す
館

へ
移
動
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
の
見
学
は
、
各
種
機
械
の
技

術
の
素
晴
ら

し
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
空

港
を
離
陸
す

る
飛
行
機
を

見
送
り
、
ま

だ
見
ぬ
国
に

思
い
を
馳
せ
、

良
い
一
日
で

し
た
。

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
（
秋
葉
区
）

　

10
月
15
日
、
秋
葉
区
矢
代
田
の
工
場

建
設
用
地
に
お
い
て
、
秋
葉
区
・
西
区

の
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
除
草
作
業
の
現
場
で
、
服
装
や

用
具
の
点
検
な
ど
安
全
な
作
業
遂
行
へ

の
意
識
確
認

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
石
は

ね
事
故
防
止

に
不
用
に
な

っ
た
網
戸
や

幟の
ぼ
りの
竿
を
活

用
す
る
な
ど

工
夫
し
て
い

ま
し
た
。

宛
名
を
、
丁

寧
な
説
明
を

加
え
て
の
添

削
で
「
き
れ

い
に
見
せ
る

技
」
が
指
導

さ
れ
、
６
人

の
参
加
者
は

納
得
の
表
情

で
し
た
。

ウオロク巻店（西蒲区） 葛塚市場（北区）

古町十字路（中央区） 原信黒埼店（西区）

※台風19号の影響により

　中止となりました。

（南区）

ウオロク新津店（秋葉区）

河渡マーケットシティ（東区） PLANT-5（江南区）

〔本　部〕　地区懇談会
　　　　　※ 詳細は別にお知らせします。 

奮ってご参加をいただけます
ようお願いいたします。

事務所だより

入会説明会

開催区 時間 １月 ２月 ３月

北 13：30～ 15日 19日 18日

東 13：30～ 15日 19日 18日

中央 13：30～ 8日 12日 11・25日

江南 13：30～ 8日 12日 11日

秋葉 9：00～ 8日 12・26日 11・25日

南 13：30～ 8日 12日 11日

西 13：30～ 15日 19日 18日

西蒲 9：30～ 8日 12日 11日

（各地区でのＰＲ活動光景）

＊中央は本部３Ｆ
＊江南は亀田市民会館
＊西蒲は巻ふれあい福祉センター
＊ 北・東・秋葉・南・西はそれぞれの事務所
で開催

安全講習会

開催区 時間 １月 ２月 ３月

北 13：30～ 6日 3日 2日

東 13：30～ 6日 3日 2日

中央 10：00～ 8日 12日 11日

江南 13：30～ 7日 5日 4日

秋葉 13：30～ 6日 3日 2日

南 13：30～ 15日 19日 18日

西 10：00～ 15日 19日 18日

西蒲 9：30～ 15日 19日 18日

安全講習会未受講者の事故が多発していま
す。まだ受講されていない方はすぐに受講
してください。

　会員の皆さんには常日頃から就業開拓・会員拡大の

ＰＲ活動に多大なご尽力をいただきありがとうござい

ます。その成果も着実にあがっております。

　また、10月の「シルバー事業普及啓発促進月間」に

合わせて若林理事長、関根事務局長、地区理事・業務

委員・地域班長・女性世話人・事務局等の方々が各地

区の街頭に出てパンフレット・ポケットティッシュを

配りＰＲ活動を展開しました。その成果が待ち遠しい

ところです。（配布数合計5,200部）

　これからも力を合わせて頑張りましょう。

会員の皆さん
ＰＲ活動ありがとうございます
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配分金と税金について
　令和元年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書の
提出と納税は令和２年３月16日（金）までです。
　配分金を確定申告する場合の所得区分は、雑所得（公的年
金等以外）です。所得金額の計算に当たっては、次のいずれ
かを選択してください。
●原則の計算方法
　所得金額＝配分金の収入金額－実際にかかった経費
●特例を適用した場合の計算方法
　所得金額＝配分金の収入金額－65万円以内
　シルバー人材センターからの配分金は、配分金の収入を限度
として、最高65万円まで必要経費とする特例が認められています。
　この特例の計算に当たり、配分金以外に①から④の収入
がある方は注意が必要です。
① 農業収入がある方
　農業の必要経費が65万円未満であれば、農業の必要経費
と65万円との差額を限度として特例を適用できますが、65
万円以上の場合は特例の適用はありません。
② 給与収入がある方
　給与収入が65万円未満であれば、給与収入と65万円との
差額を限度として特例を適用できますが、65万円以上の場
合は特例の適用はありません。
③ 民間保険会社からの年金がある方
　受取った年金に対応する掛金が65万円未満であれば、掛
金と65万円との差額を限度として特例を適用できますが、
65万円以上の場合は特例の適用はありません。
④ 公的年金収入だけしかない方
　特例をそのまま適用できます。
　なお、①から③までの収入が複数ある方や、①から④以
外の収入がある方は税務署にお尋ねください。
一方、派遣就業で支払われた賃金については給与所得とな
ります。新潟県シルバー人材センター連合会より源泉徴収
票が送付されます。
○確定申告の手続きについて
　確定申告会場に行かなくても、確定申告をe-Taxでパソコ
ンやスマートフォンから送信することができます。詳しい
ことは最寄りの税務署にお尋ねください。
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